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Reflected wave increase after endovascular aortic therapy: Assessment of wave 
intensity in a goat model 
（ステントグラフト治療後に反射波は増加する: ヤギ実験モデルにおける wave 
intensity の評価） 

【背景】ステントグラフト内挿術（EVAR: endovascular aortic repair）は、高齢大動脈瘤患者に対する低侵襲治療

として推奨されている。一方、脈波を用いた検討により、EVAR後反射波が増大していること、その反射増大が

左室拡張に影響を及ぼし、左室拡張不全や運動耐用能低下をもたらし、予後と関連するという報告がなされて

いる。しかしながら、EVAR後の反射波増大に関連する因子は未だ不明な点が多い。 
【目的】EVAR後の反射波増大と大動脈径との関係を明らかにすること。 
【方法】7頭の健常ヤギにおいて、胸部大動脈にEVARを施行した。血行動態指標として、心拍数、大動脈圧及

び心拍出量を測定し、上行大動脈における血圧（P）と血流速度（U）を用いてwave intensity（WI = dPdU, 心血

管連関の血行力学的指標）を算出しEVAR前後で比較した。さらに、血管エコー図によるステントグラフト挿入

部位の大動脈径（最大径、最小径、および一心拍における変化率: Change of diameter）、およびstiffness parameter 
β [stiffness parameter β = ln(収縮期血圧/拡張期血圧)/大動脈径変化率、血管弾性の指標] の変化を比較した。ま

た、反射波の指標であるnegative wave intensity（NW：WIによる末梢から心臓に向かう後進波成分のpeak値）と

各パラメーターとの関連を検討した。 
【結果】EVAR後にChange of diameter（EVAR前 vs EVAR後; 6.9±4.9 vs 2.7±0.4 %, p = 0.018）は有意に減少し、

stiffness parameter β（3.5±0.3 vs 15.9±4.7, p = 0.018）は有意に増加した。WIにおいては、Wave 1 （収縮期の前

進波成分）は、EVAR前と比べてEVAR後に有意に増加し（9693.9±454.7 vs -16201.3±2480.2 mmHg-m / sec3、p 
= 0.018）、NWは有意に低下した（-589.8±143.4 vs -1192.3±303.7 mmHg-m / sec3、p = 0.043）。 また、EVAR後
にNWは最大大動脈径（R = 0.707、p = 0.038）および最小大動脈径（R = 0.724、p = 0.033）と有意な相関を示し、

血管径が細くなるほどNWは増大した。 
【結語】EVAR後に大動脈末梢から心臓への反射波が増大し、その反射波増大はステントグラフト留置部位の

大動脈径に関連していた。EVARを施行される患者の大動脈径が小さい場合、術後に左室機能障害が惹起され

る可能性を考慮することは重要であり、経過観察期間における慎重な拡張機能の評価が必要である。 
 
 

※日本語で記載すること。１２００字以内にまとめること。 
 




